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20. イネ雑種集団内の穂いもち圃場抵抗性弱個体を淘汰する世代
促進技術

〔要約〕多肥栽培、 ス プリンクラー による毎朝夕の整杢、風除けの設置により、 沖縄支所内の圃場で従
来の世代促進栽培より穂いもちを安定して発病させることができ、 雑種集団内の穂いもち圃場抵抗性弱
個体を洵汰できる。
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［背景 ・ ねらい］

穂いもちはイネの収量や品質を低下させるため、 その抵抗性品種の効率的な育成 が求められている。世
代促進の間に雑種集団内の穂いもち圃場抵抗性弱の個体を洵汰し、 次世代で穂いもち圃場抵抗性の強い
個体の割合を高めることができれば、 選抜が効率的になると考えられる。 そのため、 沖縄支所で実施し
ている世代促進栽培において穂いもちを安定して発病させ、 淘汰圧をかける条件を確立する。

［成果の概要•特徴］
1. 沖縄支所で実施している世代促進栽培のうち2作1期(3月上旬播種）の栽培条件（対照区）に次の

処理を加えることにより、 穂いもちを安定して発病させることができる（表1、 図I)。

1) 元肥を N 成分で 2kg/10a 多くし、 トヨニシキの葉色を葉緑素計値で 47 程度を維持することを目安
として追肥を 4~5 回行う。

2) 移植直後から朝夕 1 回ずつス プリンクラ ー で散水 (8 時 30分から 9時 30 分、17時から 18時）する。

3) 風よけのために圃場の周囲に寒冷紗を設置する（以上を処理区）。

2. 処理区の穂いもちの発病程度は、供試した抵抗性弱の品種では2から3段階程度、中から強の品種で
は1段階程度対照区より高くなる（表2)。

3. 処理区の稔実率は穂いもちが発病した品種と雑種集団で対照区より低下 する。また、稔実率の低下に
は品種間差が懃められ、 穂いもち圃場抵抗性が弱い品種ほど稔実率が低くなる（表2)。

4 雑種集団（奥羽直 375 号／奥羽 366 号）を処理区で栽培 すると、 その後代では穂いもち圃場抵抗性弱
の個体の割合が減少する（図2)。

［成果の活用面 ・ 留意点］
1. 処理区では多肥栽培になるので、 倒伏の恐れがあるときは支柱を立てるなどの倒伏防止策を講じる。

2. 2作1期世代促進栽培以外の作期では、 現在のところ穂いもちが安定して発病 する条件は確立して
いない。

3. 穂いもちの発病は罹病葉を散布しない自然発病である。

4. 沖縄支所内における現在のいもち病菌の優占レ ース は 007 のため、 供試する材料のいもち病真性抵
抗性遺伝子型に留意する。

表1 穂いもち発病栽培条件と従来との比較

処理区 対照区

元肥(N成分）
追肥（硫安）＊

スプリンクラ ー による散水
風除けの設置

5kg/10a 
3.3kg/a/ 回 4~5 回

朝夕各 1 時間
あり

3kg/10a 

2kg/a/ 回 1 回
なし
なし

＊；追肥は品種「トヨニシキ」の葉色を葉緑素計値で 47 程度を維持することを目安とする。

図1 穂いもち発病試験栽培圃場
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図2 対照区と処理区で栽培した雑種集団の後代
(F5)における穂いもち圃場抵抗性個体の度数
分布（東北農研稲育種研究室）

表2 沖縄支所内圃場における穂いもち発病程度と稔実率（平均値土標準偏差）

品種名 真性抵抗性抵抗性の発病程度 ('02) ※ 発病程度 ('03) ※ 2002 年度稔実率(%)� 2003 年度稔実率(%)�
遺伝子型 評価 対照 処理 対照 処理 対照区 処理区 対照区 処理区

コシヒカリ ＋ 弱 3 5 1 5 45 82 8士131 671土178.. 917土47 85 6土115• 
ササニシキ Pia 弱 3 5 03 43 88 6士108 70 8士188** 93 3士55 79 5士18O** 

愛知旭 Pia 弱 1.2 5 93 0士4.4 71.2士233" 
イナバワセ Pii 弱 35 58 1 3 43 82.2土9.8 70.7土19.5* 94 9土27 85 8士100 .. 
東北IL3号 Pik 弱 ゜ ゜ 941土53 90 4士132 
あきたこまち Pia 、 Pii 弱 3 53 1 4 89 9士51 71 5土200.. 93 2士25 89 2士49 .. 
ヒノヒカリ Pia 、 Pii 弱 35 58 0.4 37 84 1士102 76 1土142' 91 4士49 87 5士97
キヨニシキ Pia 中 2.5 0.5 2.5 87 9士126 78.4士17.8" 95.3土2.6 91.0土69' 
トヨニシキ Pia やや強 2 28 ゜ 1 5 92.8土67 80 3士122.. 94 7士30 93 3士29
トドロ

団
キ

t
ワセ Pii 強 1 5 23 ゜ 1 7 91 1土55 80 9士113" 96 6士18 90 0土85° 

凡集 やや強／強 03 22 92 0士36 84 8士10.6*

*;5% 有意水準で有意差あり、** ; 1% 水準で有意差あり。 ※；発病程度 (O: 罹病なし~ 10: 全穂罹病）
t ; 奥羽直 375号(Pia、Pii) /奥羽 366号(Pia、 Pii) ,i; 各品種 10 穂 2反復
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